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ぼくたちは ①いっしょに 大きく なった．でも，②エルフの ほうが，ずっ
と 早く，大きくなったよ．ぼくは，エルフの ③あったかい おなかを，いつ
も まくらに するのが すきだった．そして，④ぼくらは，いっしょに ゆ


































①エルフと ぼくは まい日 いっしょに あそんだ．エルフは，りすを お
いかけるのが すきで，ママの かだんを ほりかえすのが すきだった．と
きどき，エルフが わるさを すると，うちの かぞくは，すごく おこっ
た．②でも，エルフを しかって いながら，みんなは，エルフの こと，大す
きだった．③すきなら すきと，いって やれば よかったのに，だれも，いっ

















































いつしか，ときが たって いき，ぼくの せが ぐんぐん のびる あいだ
に，エルフは，どんどん ふとっていった．エルフは としを とって，ねて
いる ことが おおく なり，さんぽを いやがるように なった．ぼくは，
とても しんぱいした． ぼくたちは，エルフを じゅういさんに つれて













ぼくのせがぐんぐんのびる ⇔ エルフは，どんどん ふとっていった







まもなく エルフは，かいだんも 上れなく なった．でも，エルフは ぼく
の へやで ねなくちゃ いけないんだ．②ぼくは，エルフに やわらかい
まくらをやって，ねる まえには，かならず，「エルフ，ずうっと，大すきだ











































ある あさ，目を さますと，エルフが，しんで いた．①よるのあいだに し
んだんだ．ぼくたちは，エルフを にわに うめた．みんな ないて かたを
だきあった．②にいさんや いもうとも，エルフが すきだった．でも，す
きって いって やらなかった．ぼくだって，かなしくて たまらなかったけ























①となりの 子が，子犬を くれると いった．もらっても，エルフは きに
しないって わかっていたけど，ぼくは いらないって いった．かわりに，
ぼくが，エルフの バスケットを あげた．ぼくより，その 子の ほうが，
バスケットいるもんね．いつか，ぼくも，ほかの 犬を かうだろうし，子ね



















































































































ム えとぶん，久山太市 やく・評論者・1988. 11. 30初版発行）をもとに，教
材化したものである．
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